
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

グルード

オートマトン

タナトス

ロマネスク

16歳

罪人

21

煉獄

11
炎

雨の中

名前

終戦

綺麗なナイフ

燃え盛り、周囲を包み込む炎の中。揺らめく熱の塊に、あなたは恐怖よりも陶酔を、感じ取っていた。あの炎をもう一度、あの陶酔をもう一度、感じてみたい。今は燃える物さえ少ない世界だけれど……。

どしゃぶりの雨の中、あなたは立っていた。雨の音と降り注ぐ水だけで、周囲の景色もわからない。雨は黒くも、強酸でもない、ただあなたの体を濡らし冷やしていくだけの雨。それがひどく懐かしく切ない。

ノートに並んだ沢山の文字。お手本通りの綺麗な筆跡は、練習の成果だ。書き取りの宿題に花丸をつけて、お嬢様の頭を撫でる。「ねえ、グルードって、つづりはどう書くの？」ペンを借りて、ノートに名前を書く。それを真似るように、お嬢様はあなたの名前を書く。「G…l…ö…d……グルード！　すてきな名前。わたし、好き」

世界が核に焼かれ、人は滅びた。ネクロマンサーによる代理戦争も、敵がいなくなればそれでおしまい。そんな時に声を掛けて来たのが旦那様だった。「死体を焼くバイトで良ければ、やってみるかい？」実際のところはゴミ処理と掃除、その他雑用だったけれど。それでも結局、執事としてこの屋敷に居着いてしまった。

あなたは『イフ』が８才まで生きられないことを知っていた。『イフ』はドールを造るための材料だ。そのために生まれ、そのために育てられた。……ついにその時がやって来て、あなたは初めて『旦那様』に反抗した。出来ません、彼女を殺せません、ごめんなさい――そんな言葉が涙と共に零れ落ちた。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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アクション

オート

オート

オート

オート
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0
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最大行動値+2

最大行動値+1

肉弾攻撃１

最大行動値＋1

最大行動値＋1

たからもの(アクセサリー)

肉弾攻撃１

支援１

移動１

白兵攻撃1＋転倒

腕のみ、ダメージに対して常に「防御1」。腕部にある白兵・肉弾攻撃マニューバのダメージ＋1

移動1

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

防御1+「切断」無効化

防御2

移動１

移動１

妨害１

１ターンに１回、射程内の他の姉妹が「アクション」マニューバを宣言した際、合意の上で自身の現在行動値を１減らす代わり、宣言されたマニューバのコストを０としてよい。

レギオンの「移動妨害」を常に無効化してよい。さらに、レギオンがあなたに対して行った攻撃判定は判定値7以上でなければダメージを与えない。

白兵攻撃マニューバの攻撃判定において出目＋1してもよい
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